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木
造
復
一

名
古

名
古
屋
城
天
守
閣
の
木
造
復

元
構
想
で
、
名
古
屋
市
が
市
議

会
九
月
定
例
会
に
提
出
し
た
調

査
費
三
千
五
百
万
円
の
予
算
案

が
可
決
さ
れ
る
見
通
し
と
な
っ

た
。
市
長
与
党
の
減
税
日
本
に

加
え
、
自
民
、
民
主
、
公
明
の

三
会
派
も
賛
成
に
回
る
。
三
会

派
に
慎
重
論
は
根
強
い
が
、
市

民
ア
ン
ケ
ー
ト
の
実
施
な
ど
を

条
件
と
す
る
こ
と
を
検
討
し
て

い
る
。

．
所
管
の
経
済
水
道
委
員
会
で

二
十
九
日
に
調
査
費
が
可
決
さ

れ
る
。
三
十
日
の
本
会
議
で
、

調
査
費
を
含
む
一
般
会
計
補
正

予
算
案
が
可
決
さ
れ
、
成
立
す

る
。

市

一
一
兀

古
屋調

査
費
は
、
天
守
閣
木
造
復

元
に
向
け
た
初
の
本
格
的
な
予

算
と
な
る
。
市
は
十
一
月
に
も

ゼ
ネ
コ
ン
な
ど
複
数
の
企
業
か

ら
、
設
計
か
ら
施
工
ま
で
一
括

し
た
計
画
を
募
り
、
概
算
事
業

費
や
工
期
を
明
確
に
し
た
上

で
、
発
注
手
続
き
に
入
る
。
た

だ
、
東
京
五
輪
の
二
○
二
○
年

七
月
ま
で
に
完
成
さ
せ
る
こ
と

を
条
件
と
す
る
た
め
、
議
会
側

は
実
現
の
可
能
性
や
財
源
の
確

保
が
で
き
る
か
ど
う
か
を
疑
問

視
。
調
査
費
を
含
む
補
正
予
算

案
の
可
否
が
焦
点
と
な
っ
て
い

た
。
市
側
が
契
約
前
に
市
民
ア
ン

ケ
ー
ト
を
実
施
す
る
と
確
約
し

会

調
査
費
可
決
へ

城
天
守
閣
で
市
議
会

査
費
は
、
天
守
閣
木
造
復
た
こ
と
な
ど
か
ら
、
議
員
の
間

向
け
た
初
の
本
格
的
な
予
一
で
「
今
後
、
受
注
に
手
を
挙
げ

な
る
。
市
は
十
一
月
に
も
る
ゼ
ネ
コ
ン
の
有
無
や
、
事
業

コ
ン
な
ど
複
数
の
企
業
か
費
を
見
極
め
て
か
ら
最
終
判
断

設
計
か
ら
施
工
ま
で
一
括
す
れ
ば
い
い
」
と
の
意
見
が
強

計
画
を
募
り
、
概
算
事
業
ま
り
、
最
大
会
派
の
自
民
な
ど

工
期
を
明
確
に
し
た
上
が
態
度
を
軟
化
さ
せ
た
。
ア
ン

発
注
手
続
き
に
入
る
。
た
ケ
ー
ト
実
施
を
盛
り
込
ん
だ
付

東
京
五
輪
の
二
○
二
○
年
帯
決
議
を
合
わ
せ
た
上
で
、
調

ま
で
に
完
成
さ
せ
る
こ
と
査
費
を
認
め
る
方
向
で
最
終
調

雛
漂
職
購
鮪
一
繩
詮
聰
。
共
産
は
反
対
す

～
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